
 

Ⅲ．北陸新幹線の開業による地域社会への影響について 

 

この章では、新幹線開業における沿線地域への産業の他、観光・交通・まちづくりなどの様々な面で

の影響を、当プロジェクトチームが実施した「市民・企業へのヒアリングやグループインタビュー」「ア

ンケートによる意識調査」「先進地の視察」を参考にしながら考察してみたい。 

 

 新幹線開業は、移動時間の短縮や利便性の向上に伴う、観光客・ビジネス客等を主とする交流人口の

増加や、通勤圏・出張形態の変化、商圏の変化などの影響が考えられる。 

 当所が実施した県内企業経営者向けのアンケートでは、95.9％の経営者が「何らかの影響がある」と

回答しており、具体的な影響については交流人口、観光客の増加、経済波及効果の増大などのプラス面

と並行在来線問題やストロー現象、空港路線の縮小など交通面と経済面の懸念材料が多かった。 

 実際に視察先の先進地では、九州新幹線沿線をはじめ各新幹線沿線で交流人口が劇的に増え経済効果

をもたらす一方で、移動時間の短縮により宿泊業界や地元企業への地域間格差・企業間格差の増大や並

行在来線の赤字経営や空港路線の縮小再編成などマイナスの影響が出ている地域があった。 

 以降、新幹線開業による地域社会への影響について、交通体系・まちづくり・産業・観光に分けて掘

り下げていくこととする。 

 

1．交通体系 

  

新幹線開業における最大の変化は、交通環境の変化がもたらす社会環境の変化である。 

 北陸新幹線の概要でも述べたとおり、北陸新幹線が金沢まで開通した場合、東京へは最短2時間 7分、 

金沢へは 15分で行けることとなる。この移動時間の短縮は観光、ビジネス、ライフスタイルの変化に 

つながり、既存の交通システムへ大きな影響を及ぼすと考えられる。特に、JR から第３セクターへ経営 

が分離する並行在来線の問題、空港との共存、２次交通の整備など課題は多い。 

 

（１）東海道新幹線の代替補完機能 

北陸新幹線の役割の 1つとして東海道新幹線の代替補完機能があるが、平成 23年 8月に北陸経済 

連合会並びに関西経済連合会は「北陸新幹線による東海道新幹線の代替補完機能評価」と題した調査

結果を発表した。これによると、東海地震の災害の発生により、東京－名古屋間の幹線交通網が寸断

された場合、鉄道による移動では 1 日あたり約 20 万人に支障が発生し、出張や旅行などが全て取り

やめになった場合の経済損失額は、1日あたり約 50億円と推定されている。 

  北陸新幹線が延伸し、新幹線および接続線による輸送能力が最大限に発揮された場合、迂回ルート 

選択による東西間の人的流動の回復は、 

①金沢まで延伸している場合で、約 25％にあたる約 5万人／日 

②敦賀まで延伸している場合で、約 33％にあたる約 7万人／日 

③全線が開通している場合で、約 47％にあたる約 10万人／日とされる。 

  また、北陸新幹線が代替補完機能を最大限に発揮することにより、移動に伴う消費やビジネス機会 

（消費減少による経済損失とビジネス機会の損失）が回復し、 

①金沢まで延伸している場合で、約 12億円／日 

②敦賀まで延伸している場合で、約 17億円／日 
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③全線が開通している場合で、約 24億円／日 

の経済的損失が回避される。 

  東日本大震災の経験から、近い将来に想定される東海地震の被害を最小限に止めることが求められ 

ており、北陸新幹線を敦賀、さらには大阪まで早急に延伸・整備する重要性が増大していると言えよ 

う。 

     

（２）移動手段の変化 

首都圏への出張や観光などの移動を考えた場合、他の交通機関から乗り換え無しで、しかも移動時 

間が短縮される新幹線へのシフトは確実に起きることが予想される。県内企業経営者へのアンケート

結果からは、現在と新幹線開業後の東京方面への移動手段では「飛行機を利用する」の回答が 29.5

ポイント減り、新幹線へシフトするという結果が出た。また、県内在住者向けのアンケート結果から

は、「飛行機」の利用は 14.3 ポイント、「自家用車」で 14.9 ポイント、「バス」で 5.5 ポイントが、

それぞれ「新幹線の利用」にシフトしている。また、現在東京への移動に飛行機を利用している人限

定で新幹線開業後の動向を聞いたところ、約７割の人が北陸新幹線開業後は「新幹線を利用する」と

回答している。 

               県内企業経営者へのアンケート 

 

 

 

 

 

 

 

                県内在住者へのアンケート 

 

 

 

 

 

 

 

  しかし、新幹線は一部荷物の輸送実験などの例が見られるが、基本的には“ヒト”を運ぶこと“が 

 メインであり、 “モノ”を運ぶのは、現在と変わらず主に貨物列車やトラック、船、飛行機である。

人の移動手段は変わるが、“モノ”の輸送手段は大きくは変わらないことから、高速道路、港湾、 

空港など総合的な交通体系全体を意識した、『全体最適』の視点からの各種対策が必要となるであろ 

う。 

 

（３）ライフスタイルの変化 

  移動時間の短縮はライフスタイルやビジネススタイルの変化をもたらすと考えられる。 

通勤・通学圏の拡大、遠距離出張や日帰り出張の増加、コンベンションやイベントの参加者の増加 

東京への利用交通機関（複数回答）

ＪＲ,

47.4%

飛行機,

25.1%

バス,

9.0%

無回答,

14.6%

自家用車,

22.2%

東京方面への移動手段は何ですか

新幹線,

81.2%

自動車,

2.4%
無回答,

2.4%

バス,

0.2%

飛行機,

13.8%

東京方面への移動手段は何ですか

電車,

51.2%
飛行機,

43.3%

バス,

0.2%
無回答,

2.0%

自動車,

3.3%

現在 開業後

現在 
東京への利用交通機関

新幹線,

75.4%

飛行機,

10.8%

自家用車,

7.3%

バス, 3.5%

無回答,

2.9%

開業後
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などが予想される。 

先進地の視察先では新幹線の開業により通勤・通学圏が拡大し、新幹線の定期券の販売数が２～10 

倍に増えている地区があった。 

また、県内企業経営者へのアンケートでは、出張に関して全体の 2 割が「増える」と回答している 

ほか、商工会議所のネットワークを利用して実施した北陸新幹線沿線北関東地域の企業経営者へのア

ンケート（以下北関東地区企業経営者アンケート）でも、東北新幹線・九州新幹線の開通による社員

の出張回数は、全体の 1 割が「増えた」と回答している。ちなみに「減った」という回答はゼロであ

った。        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域経済流通経済研究所が平成 23 年 7 月に行った九州新幹線熊本駅乗降客アンケート調査では新

幹線の利用目的としては「仕事」と「観光」が中心であったが、その一方で｢冠婚葬祭｣「コンサート・

ライブ」「スポーツ観戦」「福岡空港の利用」「通院」と多岐にわたり、しかも一定数存在しているこ

とがわかった。しかもコンサートに関しては、遠くは愛知県・大阪府からの来訪であり、ついでに観

光しているケースも見られる。 

県内在住者へのアンケートでは、新幹線開業後の東京へ出かける頻度の変化を目的別で行ったとこ 

ろ、「観光・レジャー」では 39.2％、「コンサート・観劇」では 23.5％、「スポーツ観戦」では 16.9％

の人が増えると回答している。とすれば、県内で魅力あるイベント、コンサート、演劇、スポーツ観

戦を開催すれば、他県からも新幹線を利用して来県する可能性があることを示しているといえよう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）並行在来線と空港 

JR北陸線が新幹線開業時に JR西日本から経営分離され、新たに第 3 セクター会社が設立される。 

県内企業経営者へのアンケート 北関東地区企業経営者アンケート

県内在住者へのアンケート 

九州新幹線や東北新幹線の全線開業により貴社の社員の方々の出張回数

に影響はありましたか

出張が増えた,

10.1%

ない, 83.5%

出張が減った,

0.0%

無回答, 6.3%

貴社の出張回数に影響はありますか

増える, 20.4%

かわらない,

77.9%

減る, 0.0%

無回答, 1.8%

新幹線開業後の東京へ出かける頻度の変化

増える, 16.9%

増える, 23.5%

増える, 25.3%

増える, 39.2% 減る, 0.3%

変わらない, 76.6%

変わらない, 71.2%

変わらない, 65.6%

変わらない, 65.2%

変わらない, 56.7%

無回答, 13.4%

無回答, 11.7%

無回答, 10.7%

無回答, 9.4%

無回答, 3.9%

増える, 9.7%

減る, 0.2%

減る, 0.2%

減る, 0.2%

減る, 0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

飲食

スポーツ観戦

コンサート・観劇

買い物

観光・レジャー
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整備新幹線の開業と同時に起きる並行在来線問題は、車社会の進展と人口減少社会の到来により乗 

降客の増加も望めず、「青い森鉄道」や「しなの鉄道」「肥薩おれんじ鉄道」などの各地に設立された

第３セクター会社が赤字を計上するなど厳しい経営を強いられているところが多いようだが、高校な

どがある地域に新駅を建設するなど、利用者を増やすための取り組みも見られる。 

県内企業経営者へのアンケートでも、並行在来線の運営への懸念の声が多かった。 

また、富山空港との共存も大きな課題である。 

定時性や（航空運賃に比べ）割安な運賃で飛行機に優位な新幹線に乗客等が流れるなど、新幹線の 

 開業で苦戦している地方空港も多い。東京（羽田空港）などへ路線を持つ空港では、航空会社の撤退

や機材の小型化などが行われている。しかし、全国の主要都市との間で、新たに路線を設けるなどし

て生き残りを図っている空港も多い。 

各団体へのヒアリングやグループインタビューから、富山空港は駐車場が無料で、JR富山駅や北 

陸自動車道富山インターチェンジとも近く、これまでの隣接県（石川や岐阜）からの利用者に加えて、

さらに北陸新幹線沿線地域（長野、群馬など）からの利用が見込まれ、また、台湾や中国などの海外

からのインバウンドも期待できる。 

しかし、富山空港から関西や九州への便はなく、現在でも富山から「西日本」が遠く感じられてい 

る。大阪・名古屋方面の特急が金沢止まりとなる可能性が高く、関西方面への各種機会損失を最小限

にする取り組みを鉄道のみならず航空関係においても考えていかなければならない。 

 

（５）2 次交通の整備 

 交流人口が増えれば、都市内交通の円滑化を図るために「路面電車」「バス」「タクシー」等との乗 

り継ぎの利便性を向上させ、観光地や出張先へのアクセスを改善する必要がある。 

富山駅では、将来的に在来線の高架化の後、富山ライトレールと市電が南北に繋がり、富山駅高架 

下南北自由通路内において乗換えが可能となる予定である。在来線の高架化は新幹線開業後 2～3 年

後の完成予定であることから、ライトレールの市電への乗り入れは新幹線開業時には実現しておらず、

中心市街地に向かう環状線（セントラム）に乗り換えるために、駅から離れた電停まで数分歩き、電

車を待たなければならない。 

路線バスの乗降場は分散しており、観光客だけでなく、県民・市民にも非常にわかりにくいとの指 

摘がある。 

各団体へのヒアリングやグループインタビューでは、「富山駅を降りた時の印象が良くない（顔が 

ない）。消費しようとする気分にならない。」「2次交通がよくないため、富山に来られたお客さんを自

家用車で案内するしかない。」との声がある。各観光地等への、地元民ではなく「観光客」目線での

ストレスをかけない案内表示や安全・快適に移動できる公共交通の他、レンタカーや駐車場の整備が

必要となってくる。 

視察先の広島電鉄㈱では「歩かせない、濡らさない、待たせない」をコンセプトに、10 年前から交 

通結節点の整備を行っている。JR 横川駅の敷地内で広島電鉄の路面電車に乗り換えられるように整備

された例が有名である。同じく岡山駅は新幹線乗換口である２階の東西連絡通路から、雨に濡れるこ

となく直接タクシーに乗ることができる構造となっている。 

また、九州や東北では「指宿のたまて箱」や「Ａ列車でいこう」「リゾートあすなろ」などユニー

クな観光列車が運行されており、新幹線が運んできた観光客を各地の観光地（温泉地）に運んでいる。

しかし、同じ県でも 2 次交通・3 次交通の整備が遅れれば新幹線効果が波及せず、地域間格差が拡が 



 

る事例も見られる。 

富山においては、富山地方鉄道が、西武鉄道から譲り受けた旧レッドアロー号を改装した特別車両

「ALPS EXPRESS（アルプスエキスプレス）」（デザイン監修：水戸岡鋭治氏）を運行し（平成 23年 12

月 25 日から）、立山や宇奈月への誘客を図っているが、このような取り組みを通して、富山駅と県内

各地の観光地を結ぶ 2次交通を充実させていく必要があると思われる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

そして、大阪・名古屋方面からの特急が金沢止まりとなることは、関西方面からの観光客が金沢で 

降り、富山へ足を伸ばすことの機会損失になると同時に、富山から関西方面へ移動時の利便性が損な

われることとなる。 

九州新幹線で 2004 年（平成 16 年）に先行開業した 

事例では、利用者の利便性を向上させるため、博多駅－ 

新八代間で運行された特急「リレーつばめ」と新八代－ 

鹿児島中央駅間で運行開始の新幹線「つばめ」とのス 

ムースな接続を目指し、新八代駅の同じホームで待ち 

時間無しで乗り換えできる方式を採用した。そのため、 

利用客はストレスなく隣の列車に乗り換えが可能になった。 

 

２．まちづくり 

  

新幹線開業効果で交流人口は確実に増えることとなる。このチャンスを最大限に活かすために受け入 

れ態勢を整える必要がある。 

富山駅では、富山県で唯一、既存駅へ新幹線が乗り入れるため、駅舎及び駅前広場など周辺施設を含 

めた、全体の基本方針や駅舎等の景観デザインをまとめ、現在、計画に沿った整備が行われている。富

山駅は、将来的には南北に LRTが走り、全国的にも非常に特徴的な景観となる。 

当プロジェクトチームでは新幹線先行開業地を視察した際、多数の視察先が「新幹線駅構内あるいは 

駅ビル内で特産品や土産物等の購買が完結してしまう点」を問題点として考えており、新しい富山駅の

影響について討議した結果、「新幹線駅に集中する賑わいを駅前周辺や中心市街地に波及させることが

できるか」という点に課題が集約された。 

富山県が行ったインターネット調査（2011.8）において、「駅にあると良い施設・店舗」を尋ねたと

ころ圧倒的に支持されたのは「特産品を扱う土産物店や地場物の生鮮市場」である（支持率 92％）。ま

た、「駅にあると良い飲食店の機能・タイプ」を尋ねたところ「特産品や郷土料理が味わえる店」がも

っとも多くの支持を集めている（支持率 82％）。 

鹿児島～指宿間 

「特急 指宿のたまて箱」 

富山地方鉄道  

「ALPS EXPRESS（アルプスエキスプレス）」

共にデザイン監修：水戸岡鋭治氏 

九州新幹線 部分開業時の新八代駅ホーム 

特急と新幹線が同じホームで待ち合わせる 
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また、富山商工会議所の議員で構成する委員会の会議において、富山の問題点として挙げられたもの 

の 1 つに、「富山は海の幸のイメージが強いにもかかわらず、駅または駅周辺で海産物をまとめ買いで

きる施設が全くない」という意見も毎回のように挙がっている。以上のような市民の声を十分に考慮し

て駅周辺地区の有効活用について、具体的な全体イメージを出来るだけ早く市民に提示できるように整

備計画の策定を進める必要がある。 

その上で、新幹線駅と駅前周辺や中心市街地を結ぶ仕掛け作りが必要になると思われる。 

なお、ヒアリング、グループインタビューの内容から、富山に対する不満の声があった一方、共通し 

て次のような、富山のよさ（富山らしさ）の声があった。「住みやすさ」「治安の良さ」「安心安全」「勤

勉」「自然／海、山、里山、川、街と自然が近い」「工業県」など、富山らしさを活かしたまちづくりへ

の取り組みが求められる。 

 

３．産業 

  

北陸新幹線開業によって、富山のビジネスマンの首都圏への日帰り出張が増加する。あるいは首都圏 

での営業を行うことが可能な時間が増加することが予想される。反対に首都圏や長野からの日帰り出張 

や富山県内での営業活動が増加することも考えられる。 

 このことは、県内の出先機関や、大手企業の支社･支店が撤退してしまうリスクを孕んでいる。 

 実際に視察先の長野では首都圏が日帰り圏内になったことで、売上等の減少により、地元百貨店の倒 

産や大型店の撤退といった問題も発生している。 

また、近年、北陸地域には、外食、小売、サービス業を中心にいわゆる全国チェーン店の進出が加速 

しているが、北陸新幹線開業後はさらに進展することが予想される。八戸では、新幹線の開業と同時に、

ビジネスホテルチェーンが進出したことで、価格競争などで地元ホテル・旅館業者が大きなダメージを

受けたとのことである。 

県内企業経営者へのアンケートでは新幹線開業による売上への影響については全体の 67.2％が「影響 

無い」と回答しているが、「売上が多少伸びる」（16.0％）、「かなり伸びる」（0.2％）、「少しは減る」（5.7％）、

「かなり減る」（0.7％）と回答した企業の業種を調べてみると、「売上が伸びる」と回答した企業は製造

業とサービス業で全体の 8 割を占めていた。また、「売上が減る」と回答した企業の業種割合はほぼ均

等だが「かなり減る」と回答したのは建設業と小売業であった。小売業は金沢や首都圏へのストロー現

象を懸念しての回答であると思われる。しかし、直近で開業した九州新幹線の熊本では、特に新幹線開

業後のストロー現象は感じられず、売上も変化ないとのことであった。むしろ、新幹線開業前の郊外型

大型店舗進出による影響のほうが深刻であったとのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内企業経営者へのアンケート 

売上が伸びると回答した業種の割合

卸売, 9.5%
小売, 2.7%

製造, 36.5%

建設, 12.1%

サービス, 39.2%

売上が減ると回答した業種の割合

製造, 13.8%

卸売, 20.7%

サービス, 13.8%

小売, 27.6%
建設, 24.1%
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また、県内企業経営者へのアンケートで新幹線開業後の事業所の統廃合や他県への進出の可能性を聞

いたところ、「統廃合がある」と回答した企業はゼロであったが、「検討中」と回答した企業が 2％（9

社／内サービス業 5社）あった。他県への支店進出の可能性が「ある」と回答した企業は 1.5％（7社）、

「検討中」が 3.1％（14社）であった。多少なりとも影響が出ることがわかる。 

逆に、北関東地区企業経営者へのアンケートで、東日本大震災を教訓に生産拠点分散の有無を質問す

ると、1社が現在「検討中」であり、13社が「今後の検討課題」としていた。 

企業活動において北陸に魅力を感じるかとの質問には 14 社が「魅力ある」と回答しており、生産拠

点の分散を現在検討中の企業は候補地を北陸としている。 

さらに、北陸新幹線開業後、北陸への店舗や工場の進出計画の有無を聞くと、16.5％（13社）の企業

が「今後の検討課題」としており、今後の企業誘致にとって期待の持てる数字といえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視察先の企業誘致については、「新幹線は“ヒト”を運ぶことはできるが、“モノ”は運ばない。」と

いう考え方から取り組みが遅れている視察先もあったが、北上市のように新幹線や高速道路などインフ

ラの整備ほか、豊富な水と勤勉な労働力、最先端技術の導入、大学との共同研究をアピールポイントに、

首都圏や中京圏などでの企業進出説明会などを開催、企業誘致を進め、現在、工業団地 8箇所、流通基

地 1箇所、産業業務団地 1箇所を抱える一大集積地に育て上げている例もある。 

他にも久留米市では、新幹線開業前に基幹産業である中心的な企業が経営破綻したことで、企業誘致

では立ち遅れている面があるが、医療機関（高度医療機関）や学術研究機関が集積していることから、

ドクターヘリの導入など医療を久留米ブランド戦略の 1つとして推進し、メディカルツーリズムなどを

計画中である。 

 富山には縦横に整備された「高速道路」や日本海側の総合的拠点港 5港に選定された「伏木富山港」、 

国内のほか複数の国際路線を持つ「富山空港」などインフラが整っており、加えて、新幹線の開業で、 

更にアピール材料が増えることとなる。この恵まれた環境と長い歴史の中で集積してきた医薬品製造業、 

ＩＴ産業、機械・金属産業等の伝統・文化・ノウハウを活用し、新たなマーケットに適した新産業の創 

出が課題である。 

 

 

 

北関東地区企業経営者へのアンケート 

生産拠点の分散化をお考えですか

現在検討中,

1.3%
無回答, 3.8%計画がある, 0.0%

ない, 78.5%

今後の検討課

題, 16.5%
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４．観光                        

  

観光による交流人口の拡大は経済波及効果が大きく、地域の活性化に大きく寄与する。また、観光は 

旅行業、宿泊業、輸送業、飲食業、土産品業等極めて裾野の広い産業である。 

 北陸新幹線の開業は間違いなく、「富山の観光」にとって大きな変化をもたらすと思われ、各産 

業にとっても様々な影響が予想される。ここでは、富山の観光についての課題を検証してみること 

とする。 

（１）「富山」の知名度 

現在、旅行会社の商品プランの策定において、コースを組む際「北陸」を単位とすることが多く、観

光都市である「金沢」に比べ、観光としての｢富山｣というブランドの認知度は依然として低いと考えら

れる。 

県外出身者へのグループインタビューや北関東地区および首都圏在住者へのアンケートでは、県外人

の北陸新幹線開業に関する認知度は低く（北陸新幹線が金沢まで延伸することを知らない）、首都圏な

どからどうしても「遠い」イメージがある。 

視察先の九州では、鹿児島商工会議所及び熊本商工会議所、福岡商工会議所など、九州新幹線直通便

が乗り入れる関西や中国地方の沿線主要駅で共同キャンペーンを実施するなど、九州地方が一丸となっ

て、「オール九州」での観光客の誘致を図っている。また、近畿・九州・沖縄の 12 商工会議所は「九州

新幹線を活用した西日本活性化研究会」を発足させ、近畿と九州の経済交流の促進も図っている。富山

においても、北陸各地域や長野、岐阜などの隣県と連携した取り組みが課題となってこよう。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山を訪れた事がない理由はなんですか（複数回答）

73.6%

24.8%
12.0%

2.3% 1.2% 3.1%
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そ
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無
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北陸新幹線の開業予定を知っていましたか

全く知らない,

54.5%

無回答, 0.0%知っていた,

13.7%

知っていたが

時期までは知

らなかった,

31.8%

北関東地区および首都圏在住者へのアンケート 
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富山 石川 福井 ない 無回答

過去10年間に北陸3県で訪れた県
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（２）観光商品の開発 

  観光商品といえば「観光＋買い物＋食」であるが、「富山旅行」という商品が旅行会社の店頭に 

ないというのが現状である。 

日経リサーチ｢地域ブランド戦略サーベイ（2010年 全国約 2万人へのインターネット調査）｣ 

では、満足度の高い観光地ベスト 30に立山黒部アルペンルートや黒部峡谷、五箇山の 3箇所が入り、

県別では 3位にランクされているが、単独の観光ブランドとして認知度は低く、観光資源を｢商品化｣

できていないといえる。 

旅行代理店の声として、「例えば「北陸」という観光商品を考える場合、和倉温泉や加賀温泉で宿 

泊、東尋坊や兼六園、２１世紀美術館の観光、そして金沢市街地での買い物となる。」「富山にも、「瑞

龍寺」や「アルペンルート」などの有名な観光地があるがそれだけでは観光商品になりにくい。アウ

トレットなど富山にも買い物ができる（したい）ところがほしい。」との意見があった。また、現在、

富山でコンベンション、学会等が開催される場合、富山ではなく金沢で宿泊する人が多いとの指摘も

ある。 

アンケートでは北陸新幹線が開業したら「富山に行ってみたい」と 76％の人が回答しており、その 

理由は「食べ物がおいしそう」が約半数を占めている。旅行先の決め手として食の魅力はウェイトが

高いといえる。前に「３．まちづくり」においても述べたが、インターネット調査において「駅にあ

ると良い施設・店舗」で圧倒的に支持されたのは「特産品を扱う土産物店や地場物の生鮮市場」であ

り、「駅にあると良い飲食店の機能・タイプ」は「特産品や郷土料理が味わえる店」である。 

視察地の事例を見てみると、青森市は魚介類が豊富であること 

から、食を生かした取り組みとして、「寿司クーポン」（ＪＲミー 

ルクーポン）や「古川市場のっけ丼」（青森商工会議所が実施） 

などを実施しており観光客にも好評である。 

八戸市では、中心市街地に八戸の食材や郷土料理を提供する八 

戸屋台村「みろく横丁」をオープンさせた。屋台村としては全国 

でも先進地であり、全国から多くの観光客が訪れている。最近で 

は女優・吉永小百合を活用したＪＲ東日本の「大人の休日倶楽部」 

で取り上げられたこともあり、市民のほか首都圏を中心に多くの 

観光客が訪れている。このほか、八戸港で水揚げされた魚介類が 

豊富に並ぶ「八食センター」は、八戸駅からワンコインシャトル 

バスが運行され、多くの観光客が訪れている。 

      熊本市では、それまで熊本城から阿蘇を見学

して湯布院に抜ける観光パターンが主流で、し

かも熊本城内には飲食･物販施設がなかった。

そこで熊本城を訪れる観光客の消費喚起を狙

い、熊本城の横にある桜の馬場に「城彩苑」や

「湧々座」といった観光・物販・飲食施設を新

幹線開業に合わせオープンさせた。結果、開業

半年で年間目標入館数の 80％を達成した。 

 

 

「古川市場のっけ丼」（青森） 

「みろく横町」（八戸市） 

熊本城横に新規にオープンした飲食・物販施設「城彩苑」 
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久留米市では「とんこつラーメン」の発祥地であるほか、「やきとり」や「筑 

後うどん」などの名物料理もあり、Ｂ級グルメの聖地事業として、商工会議所 

が中心となり様々なイベントに取り組んでいる。また、体験交流型観光の充実 

として「まち旅博覧会」を企画。本当に久留米を知っている人がナビゲートし、 

現在 81 のプログラムが用意されている。今後、ツアーが組めるように、通年で 

まとまった人数が受け入れられるプログラムを増やしていきたいとしている。久 

留米市の方針としては、九州最大の都市である「博多」を訪れた人を「久留米」 

に呼び込む、いわゆる「Ｊターン戦略」を打ち出している。 

「１．交通体系（５）2次交通の整備」でも述べたが、九州･東北のユニークな観光列車の運行は「目 

的地（観光地）」へ観光客を運ぶだけでなく、「乗ること自体が楽しみとなる列車」として、もはや観

光の『目的』となっている。これは、「デザインの力」によるところが大きい。当プロジェクトの視

察先でもあった「九州新幹線」や「岡山電気軌道㈱（両備グループ）」は水戸岡鋭治氏（ドーンデザ

イン）によるデザインを採用しており、報道機関等で非常に注目を集め、“デザインが生む体験価値”

によって全国から観光客を呼ぶことに成功している。富山でも活かすべき事例といえる。 

   

（３）おもてなし意識の醸成・高揚 

富山県は歴史的に製造業や農業に従事する人が多く、サービス業や飲食業に従事する人の割合が少

なかったこともあり、県外・海外から訪れる観光客を迎え入れる際の「おもてなし意識」の温度差が

指摘されている。富山県民自身は不快を感じていないが、首都圏等でより良いサービスに慣れている

観光客にとっては、「サービスが不十分」「レベルが低い」と感じられるケースが多いとの声がある。 

富山県が実施したインターネットによる、近隣５県の主要観光地についてのリピーター率調査 

（Ｈ23.6）では、富山県の主要観光地は再来訪意向が高いにもかかわらず、リピーター率は低くなっ

ている。しかし、長野、金沢の観光地は再来訪意向よりも実際にリピートする率のほうが高い。 

来訪者にとって、その土地でのおもてなしがリピーターにつながることや口コミとして広がること

が多いことから、都心部等での高いサービスに慣れている来訪者を意識した接客、おもてなし意識の

醸成が不可欠であるといえる。 

視察先では、新幹線開業準備の取り組みとして、地域資源の発掘や歴史･文化を再発見し来訪者へ

のおもてなしに役立てる為ご当地検定の実施やおもてなしマスター育成講座、接客講座を開催してい

る。 

富山県も開業準備としてハード面だけでなく、県民・市民一体となった意識向上への取り組み 

 が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まち旅博覧会」

パンフレット 




